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聖書のことば
　主の御使いはもう一度戻って来てエリヤに触れ、「起
きて食べよ。この旅は長く、あなたには耐え難いから
だ」と言った。（列王記上19章7節）

　何気ない言葉に見えますが、実は大きな励ましです。
　預言者エリヤは、バアルの預言者たちに対して劇的な
勝利を収めます。しかし、王妃イゼベルに命を狙われて
いると聞くと絶望し、荒野に逃れると、「主よ、もう十
分です。私の命を取って下さい」と叫びます。眠り込ん
だ彼に天使が現れ、二回にわたって彼にパン菓子と水を
与えました。
　ここから、神がエリヤの疲労と痛みを理解し、受けと
めていることが伝わって来ます。一度目の食事を終える
と、エリヤは「また横になった」とあります。「もうイ
ヤだ。何もしたくない」という思いと、「神は私を見捨
てていない」という希望が、心中でぶつかり合っていた
のでしょう。神はそれをもよしとします。
　二回目の食事の時には、「この旅は長く、あなたには
耐え難い」との言葉が与えられます。エリヤには、生き
続ける使命があるのです。「その道のりは苦しいもの

だ。だが、あなたにはそれが出来る。だから今はしっか
り食べなさい」という語りかけが聞こえるようです。力
を得た彼は長旅の末にホレブ山に着き、神の意を聞くこ
とになります。
　この言葉を読む時、私たちは生徒・学生たちのことを
思わざるを得ません。彼らがいる状態は、正に「この旅
は長く、あなたには耐え難い」と言えます。新型コロナ
ウィルス禍のために、望んでいたような学校生活を送る
ことができず、先が見えないまま社会に出なくてはいけ
ない。その社会では格差が拡大し、人々は分断されてい
がみ合っている。「もうイヤだ」と思えても当然です。
　そのような時に、「つらいよ。だから今しっかり食べ
よう」と言えるのがキリスト教校ではないでしょうか。
彼らが体の糧としての食に不自由していないか、気を配
る。と同時に、み言葉という霊的な糧を味わい、生産性
や他者との比較に惑わされない価値観・視点から自分自
身、社会の姿を考えられるようにする。今ほどこのこと
が重要になっている時はないはずです。教育の真価が問
われています。
� 〈宮城学院女子大学宗教センター長〉

　

76
年
前
の
敗
戦
か
ら
、
日
本

の
学
校
教
育
は
、
日
本
国
憲
法

に
則
り
、
日
本
国
と
国
際
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
人
へ
と
生

徒
・
学
生
が
成
長
す
る
よ
う
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
特
徴
的
な
こ
と
は
、
明

治
憲
法
下
の
教
育
勅
語
に
よ
る

天
皇
へ
の
忠
誠
精
神
の
基
盤
で

あ
っ
た
国
家
神
道
の
影
響
排
除

の
た
め
、
宗
教
教
育
は
公
立
学

校
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
（
憲
法
20
条
３
項
）。
そ

こ
で
、
義
務
教
育
の
９
年
間
、

勉
強
や
学
問
に
宗
教
が
無
縁
な

雰
囲
気
の
学
校
文
化
に
浸
り
、

そ
の
ま
ま
変
わ
ら
ず
に
、
高

校
、
大
学
へ
と
進
学
し
て
就
職

す
る
と
い
う
人
が
多
い
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
進
行
中
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
改
革
は
、
税
金
に
よ
る

補
助
金
増
額
傾
向
を
背
景
に
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
国

民
利
益
の
保
護
強
化
の
た
め
、

内
閣
に
国
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
機

能
す
る
よ
う
に
、
理
事
会
が
提

案
し
評
議
員
会
が
議
決
す
る
方

向
へ
舵
を
切
る
よ
う
で
す
。
し

か
し
私
学
の
健
全
さ
の
た
め
に

は
、「
あ
る
べ
き
姿
」
と
し
て
、

「
横
軸
」
た
る
外
部
者
を
含
む

民
主
的
チ
ェ
ッ
ク
の
強
化
に

は
、
バ
ラ
ン
ス
的
に
、「
縦
軸
」

た
る
建
学
の
精
神
に
よ
る
事
業

的
特
色
の
強
化
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
具
現
化
と
な
る
と
、

理
事
会
の
提
案
と
評
議
員
会
の

議
決
を
担
う
構
成
員
に
は
、
本

質
的
な
と
こ
ろ
で
キ
リ
ス
ト
教

精
神
の
理
解
の
存
在
が
不
可
欠

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

問
題
は
、
予
め
キ
リ
ス
ト
教

と
多
少
で
も
関
係
を
も
っ
て
い

る
人
の
比
率
が
減
少
傾
向
に
あ

る
中
、
そ
の
よ
う
な
人
が
揃
う

状
況
が
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
背
景
に
は
、
ご

周
知
の
よ
う
に
、
教
会
で
の
少

子
化
と
キ
リ
ス
ト
者
の
高
齢
化

が
あ
り
ま
す
。
こ
と
に
採
用
で

は
、
教
育
の
質
保
証
の
観
点
か

ら
資
格
や
経
験
、
知
見
等
が
必

要
と
さ
れ
る
事
情
が
絡
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
状
況
下
で
の
喫
緊
な
課

題
に
は
、
理
事
や
評
議
員
の
役

職
を
担
う
人
々
を
広
く
社
会
に

求
め
る
こ
と
に
加
え
、
キ
リ
ス

ト
教
学
校
が
自
ら
、
こ
れ
ら
を

担
う
者
へ
と
人
々
が
成
長
す
る

よ
う
な
仕
組
み
化
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

現
在
、
こ
の
教
育
事
業
を
担
っ

て
い
る
人
す
べ
て
が
、
キ
リ
ス

ト
教
精
神
の
理
解
を
得
ら
れ
る

仕
組
み
を
「
見
え
る
化
」
す
る

こ
と
で
す
。
聖
霊
に
よ
る
神
の

贈
り
物
で
あ
る
信
仰
の
有
無
を

問
わ
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
の

理
解
は
、
誰
と
も
共
有
で
き
ま

す
し
、
教
育
や
経
営
の
質
を
左

右
も
し
ま
す
。
実
際
、
私
た
ち

が
神
の
像
で
あ
る
と
い
う
キ
リ

ス
ト
教
精
神
の
理
解
を
持
つ
と

き
、
神
の
よ
う
に
純
粋
に
存
在

を
喜
ぶ
こ
と
を
、
す
べ
て
の
人

に
現
実
化
す
る
に
は
ど
の
よ
う

な
教
育
や
経
営
判
断
が
必
要
か

と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う

な
キ
リ
ス
ト
教
精
神
の
理
解
の

普
及
を
共
に
願
っ
て
参
り
た
く

思
う
次
第
で
す
。

〈
北
星
学
園
理
事
長
・
学
園

長
、
教
育
同
盟
理
事
〉

古 川 敬 康

ガバナンス改革に当たりガバナンス改革に当たり
キリスト教精神のキリスト教精神の
理解の普及を共に理解の普及を共に

　

第
63
回
学
校
代
表
者
協
議

会
は
、
来
る
11
月
６
日

（
土
）
10
時
か
ら
15
時
20
分

ま
で
、
学
校
法
人
フ
ェ
リ
ス

女
学
院
山
手
キ
ャ
ン
パ
ス
を

配
信
元
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
る
。

　

今
回
の
主
題
は
「
コ
ロ
ナ

時
代
と
キ
リ
ス
ト
教
学
校
」

で
、
開
会
礼
拝
に
続
い
て
教

育
同
盟
お
よ
び
会
場
校
の
挨

拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
鈴
木

佳
秀
氏
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院

学
院
長
）
に
よ
り
、
講
演

「
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く

女
性
を
送
り
出
す
―
フ
ェ
リ

ス
女
学
院
の
１
５
０
年
と
こ

れ
か
ら
」
が
行
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
新
規
継
続
事
業

の
報
告
（
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
他
）、
午
後
は
嶋
田
順

好
氏
（
宮
城
学
院
学
院
長
）、

中
道
基
夫
氏
（
関
西
学
院
大

学
神
学
部
教
授
）
の
発
題
、

さ
ら
に
発
題
者
２
氏
と
西
原

廉
太
教
育
同
盟
理
事
長
（
立

教
大
学
総
長
）
の
鼎
談
が
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
代
表
者
会
議
が
こ
れ

か
ら
の
教
育
同
盟
の
あ
り
方

を
示
す
も
の
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
、
加
盟
学
校
法
人
の

教
学
・
経
営
に
責
任
を
持
つ

方
々
の
多
く
の
参
加
を
願
っ

て
い
る
。
申
込
締
切
は
10
月

25
日
（
月
）。
用
紙
は
教
育

同
盟
Ｈ
Ｐ
（「
教
職
員
の

方
」
→
「
同
盟
事
務
局
」
→

「
学
校
代
表
者
協
議
会
」）

か
ら
取
り
出
せ
る
。

（
会
場
校
紹
介
）

フ
ェ
リ
ス
女
学
院

　

１
８
７
０
年
、
ア
メ
リ
カ

改
革
派
教
会
（
Ｒ
Ｃ
Ａ
）
か

ら
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
メ
ア

リ
ー
・
Ｅ
・
キ
ダ
ー
に
よ
り

創
設
。
日
本
の
近
代
女
子
教

育
の
発
祥
と
な
る
。
校
名

は
、
キ
ダ
ー
を
支
援
し
た
Ｒ

Ｃ
Ａ
外
国
伝
道
局
の
フ
ェ
リ

ス
父
子
の
名
を
記
念
す
る
も

の
。
関
東
大
震
災
に
よ
る
校

舎
倒
壊
焼
失
、
戦
中
の
宣
教

師
帰
国
、
校
名
変
更
な
ど
幾

多
の
困
難
に
耐
え
な
が
ら
、

キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
基
づ

く
女
子
教
育
を
一
貫
し
て
行

っ
て
き
た
。
現
在
は
大
学
、

中
学
校
・
高
等
学
校
を
設
置

し
、
山
手
キ
ャ
ン
パ
ス
と
緑

園
キ
ャ
ン
パ
ス
を
擁
す
る
。

２
０
２
０
年
に
創
立
１
５
０

周
年
を
迎
え
、
フ
ェ
リ
ス
の

新
し
い
教
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
と

未
来
に
向
け
て
の
使
命
と
決

意
を
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
」
と
し
て
表
明

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
自

己
変
革
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

11月６日㈯ ㈻フェリス女学院より配信
第63回学校代表者協議会第63回学校代表者協議会

栗原　健

フェリス女学院山手キャンパス
カイパー記念講堂ステンドグラス

緑
園
キ
ャ
ン
パ
ス
　

（
訂
正
）
本
紙
９
月
号
２
面

「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
者
物
語

　

三
好
浪
江
」
の
本
文
中
、

岩
村
征
四
郎
牧
師
は
岩
村
清

四
郎
牧
師
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

主 題

コ
ロ
ナ
時
代
と

コ
ロ
ナ
時
代
と

キ
リ
ス
ト
教
学
校

キ
リ
ス
ト
教
学
校
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全
国
的
な
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
去
る
８
月
４
日
（
水
）

に
第
８
回
中
堅
教
員
リ
ト
リ

ー
ト
（
節
目
研
修
）
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
講
師
１
名
、

実
行
委
員
６
名
を
含
め
17
名

（
小
中
高
）
の
参
加
で
し

た
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
こ

の
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
２
年
連
続
の
中
止
は
何
と

し
て
も
避
け
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
１
日
だ
け
で
は
あ
り

ま
し
た
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
形
は
初
め
て
の
試
み

な
の
で
、
実
行
委
員
の
会
議

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、
ま

た
メ
ー
ル
で
互
い
に
情
報
交

換
を
密
に
し
な
が
ら
準
備
を

進
め
、
な
ん
と
か
開
催
に
こ

ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
結
果
、
少
人
数
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
が
、
進
行
も

ス
ム
ー
ズ
で
密
度
の
高
い
研

修
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
主
題
は
「
キ
リ

ス
ト
教
学
校
の
中
堅
教
師
と

し
て 

―
今
、
切
実
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
―
」
で
し

た
。
開
会
礼
拝
で
は
浅
利
愼

也
先
生
（
北
星
学
園
女
子
中

学
校
・
高
等
学
校
校
長
）
が

賛
美
歌
の
斉
唱
を
リ
ー
ド
し

て
下
さ
り
、
平
松
讓
二
先
生

（
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校
教
諭
）
が
奨
励
を
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
先
生

は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
受
粉

の
関
係
で
多
数
で
生
育
し
な

い
と
成
長
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
を
紹
介
し
て
下
さ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
学
校
こ
そ
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
畑
の
よ
う
に
命
が

命
を
育
む
場
所
で
あ
る
と
い

う
お
話
を
し
て
下
さ
い
ま
し

た
が
、
こ
の
こ
と
が
偶
然
に

も
研
修
会
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

発
題
は
大
橋
邦
一
先
生

（
静
岡
英
和
女
学
院
中
学
校

・
高
等
学
校
校
長
）
が
担
当

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
午
前

中
の
発
題
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

を
単
に
社
会

に
禍
を
も
た

ら
す
も
の
と

い
う
視
点
で

は
な
く
、
人

間
が
見
失
っ

て
い
る
こ
と

に
気
付
か
せ

る
も
の
と
い

う
視
点
で
人

間
や
自
然
や

社
会
を
捉
え

直
す
と
見
え

て
く
る
現
代

の
諸
問
題
に

つ
い
て
具
体

的
に
語
っ
て

下
さ
い
ま
し

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
が
対
面
で
の
研
修
で

な
か
っ
た
だ
け
に
、
参
加
さ

れ
た
諸
先
生
方
は
、
来
年
こ

そ
は
例
年
通
り
の
研
修
会
に

参
加
し
て
、
画
面
を
通
し
て

お
会
い
し
た
お
一
人
お
ひ
と

り
と
実
際
に
お
会
い
し
た
い

と
い
う
思
い
を
強
く
さ
れ
た

よ
う
で
す
。

　

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
が

終
息
し
、
今
ま
で
ど
お
り
の

研
修
会
が
開
か
れ
る
こ
と
を

切
望
い
た
し
ま
す
が
、
一
方

で
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
は
、
次
年
度
以
降
が
ど

の
よ
う
な
状
況
に
な
ろ
う
と

も
中
堅
教
員
リ
ト
リ
ー
ト
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
道

を
開
い
た
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　

講
師
を
引
き
受
け
て
下
さ

い
ま
し
た
大
橋
先
生
、
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方

　

教
育
同
盟
教
育
者
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会

（
長
谷
川
洋
一
委
員
長
）
が

中
心
と
な
っ
て
準
備
を
進
め

て
い
た
「
教
員
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
研
修
」
が
「
立
ち
止
ま
っ

て
見
つ
め
直
そ
う
」
と
の
主

題
の
下
、
８
月
16
日
、
オ
ン

ラ
イ
ン
の
形
態
で
開
催
さ
れ

た
。
洞
川
温
泉
（
奈
良
県
天

川
村
）
で
の
宿
泊
研
修
を
想

定
し
て
い
た
が
、
感
染
症
の

状
況
に
鑑
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
な
っ
た
。
は
た
し
て

参
加
者
が
集
ま
る
か
ど
う

か
、
ス
タ
ッ
フ
の
心
配
を
よ

そ
に
、
参
加
者
８
名
、
ス
タ

ッ
フ
６
名
、
合
計
14
名
の
研

修
と
な
っ
た
。

　

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
10
章

38
～
42
節
に
よ
る
開
会
礼
拝

（
川
俣
茂
委
員
）
の
後
、
水

口
洋
先
生
（
玉
川
聖
学
院
教

育
相
談
顧
問
）
よ
り
「
伝
え

ら
れ
た
も
の
を
手
渡
す
た
め

に
」
と
の
発
題
を
い
た
だ
い

た
。
水
口
先
生
は
①
ご
自
身

の
生
い
立
ち
、
②
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
に
赴
任
し
て
、

③
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
る
中

で
、
④
教
師
と
し
て
の
成
熟

と
は
、
と
ご
自
身
の
経
験
・

体
験
を
基
に
、
失
敗
・
困
り

経
験
な
ど
が
今
の
自
分
を
形

作
っ
て
い
る
と
い
う
確
信
こ

そ
が
重
要
で
あ
り
、「
子
ど

も
の
内
側
に
あ
る
光
へ
の
気

づ
き
」「
心
を
動
か
す
経

験
」「
有
限
の
時
間
軸
の
中

で
の
自
分
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

は
？
」
な
ど
、
参
加
者
に
や

さ
し
く
語
り
か
け
つ
つ
、
問

い
を
投
げ
か
け
た
形
と
な
っ

た
。

　

そ
の
後
、
２
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
１
時
間
ほ
ど
グ
ル

ー
プ
ト
ー
ク
の
時
を
持
っ

た
。
基
本
的
に
フ
リ
ー
ト
ー

ク
の
時
で
は
あ
っ
た
が
、
テ

ー
マ
も
「
対
保
護
者
」「
対

同
僚
」、
教
科
に
つ
い
て
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
、
こ
の
時

間
は
短
く
感
じ
ら
れ
、「
ま

だ
ま
だ
話
し
足
り
な
い
」
と

思
う
ほ
ど
、
水
口
先
生
の
発

題
に
触
発
さ
れ
、
参
加
者
が

思
い
を
語
り
、
ま
た
そ
の
思

い
を
聴
く
時
と
な
っ
た
。
こ

の
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
の
時
こ

そ
、
本
研
修
が
最
も
重
要
視

し
て
い
た
時
で
あ
り
、
こ
の

時
を
通
じ
て
、「
悩
み
を
言

え
る
」「
弱
さ
を
見
せ
合

う
」「〈
困
っ
た
〉
を
共
有
で

き
る
」
関
係
性
が
今
の
教
育

現
場
で
は
必
要
で
あ
る
と
改

め
て
思
わ
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
チ
ュ
ー
タ
ー
の

二
宮
一
美
先
生
（
関
西
学
院

高
中
部
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
よ

り
「
ま
と
め
」
と
し
て
、
現

代
の
児
童
・
生
徒
・
保
護
者

を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て

の
解
説
の
後
、「
一
人
ひ
と

り
の
児
童
・
生
徒
の
成
長
の

瞬
間
を
見
て
ほ
し
い
」「
言

葉
や
意
味
を
大
切
に
」「
こ

う
い
う
形
で
の
研
修
は
同
盟

な
ら
で
は
」
な
ど
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
、
磯
貝
曉
成

委
員
に
よ
る
閉
会
祈
祷
を
も

っ
て
一
日
の
研
修
を
終
え

た
。

　

参
加
者
の
参
加
動
機
は

「
管
理
職
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
て
」「
他
校
の
先
生
と
の

交
流
で
多
く
の
学
び
を
得
た

い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ

た
が
、
参
加
者
の
積
極
的
な

姿
勢
と
感
受
性
の
豊
か
さ
に

よ
る
部
分
も
大
き
か
っ
た
と

い
う
の
が
率
直
な
感
想
で
あ

る
と
共
に
、
や
は
り
こ
の
よ

う
な
研
修
へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ

る
こ
と
、
ま
た
そ
の
よ
う
な

時
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

の
重
要
性
に
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
も
改
め
て
気
づ
か
さ
れ

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
年
代
、
経

験
年
数
関
係
な
く
、「
２
学

期
、
子
ど
も
た
ち
に
会
う
の

が
楽
し
み
」「
心
に
ゆ
と
り

を
」「
ぜ
ひ
宿
泊
で
研
修

を
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
、
次
年
度
こ
そ
当
初
計
画

通
り
、
温
泉
に
つ
か
り
な
が

ら
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

�

川
俣　

茂

〈
清
教
学
園
中
学
校
宗
教
主

事
〉

●�

　

関
東
学
院
の
校
訓
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
い
る「
人
に
な
れ 

奉
仕

せ
よ
」
は
初
代
学
院
長
の
坂
田
祐

（
１
８
７
８
～
１
９
６
９
）
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

坂
田
は
会
津
白
虎
隊
の
隊
長
日

向
内
記
の
孫
で
秋
田
県
大
湯
村
に

生
ま
れ
る
。
貧
し
さ
故
に
学
業
継

続
が
困
難
で
あ
っ
た
が
志
を
立
て

て
上
京
。
陸
軍
教
導
団
に
入
り
、

陸
軍
騎
兵
下
士
官
と
し
て
近
衛
騎

兵
連
隊
に
入
隊
。
そ
の
後
、
陸
軍

士
官
学
校
の
馬
術
教
官
に
。
１
９

０
３
年
、
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
、

四
谷
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
会
員
と

な
る
。
日
露
戦
争
に
従
軍
し
、
戦

争
の
悲
惨
さ
と
罪
悪
を
痛
感
し
非

戦
主
義
者
と
な
っ
た
坂
田
は
、
伝

道
者
と
し
て
、
ま
た
人
を
生
か
す

教
育
者
と
な
る
道
を
進
む
こ
と
を

決
意
。
す
で
に
30
歳
と
な
っ
て
い

た
が
札
幌
農
学
校
一
期
生
の
渡
瀬

寅
次
郎
が
院
長
で
あ
っ
た
東
京
学

院
中
等
部
に
入
学
。
そ
の
後
、
第

坂
田
　
祐
た
す
く

関
東
学
院
初
代
学
院
長

一
高
等
学
校
を
経
て
東
京
帝
国
大

学
を
卒
業
。
一
高
時
代
に
新
渡
戸

稲
造
校
長
の
薫
陶
を
受
け
、
ま
た

内
村
鑑
三
門
下
に
入
る
こ
と
を
許

さ
れ
、
南
原
繁
ら
と
と
も
に
内
村

か
ら
聖
書
を
学
ん
だ
。

　

１
９
１
９
年
、
新
設
の
中
学
関

東
学
院
の
学
院
長
と
な
り
、「
わ

が
関
東
学
院
の
建
学
の
精
神
は
キ

リ
ス
ト
の
教
訓
に
よ
っ
て
人
に
な

り
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
の
精
神
を
体

得
し
て
隣
人
に
奉
仕
す
る
よ
う
に

訓
練
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述

べ
、「
人
に
な
れ 

奉
仕
せ
よ
」
を

校
訓
と
し
て
訓
示
。
と
り
わ
け
太

平
洋
戦
争
中
、
軍
の
圧
迫
に
抗
し

て
関
東
学
院
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育

を
守
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
点

で
あ
る
。
伝
道
者
そ
し
て
キ
リ
ス

ト
教
教
育
者
と
し
て
92
歳
で
天
に

召
さ
れ
る
ま
で
関
東
学
院
の
発
展

を
日
々
祈
り
、
50
年
に
わ
た
っ
て

学
院
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
尽
く

し
た
坂
田
の
生
涯
は
ま
さ
に
「
恩

寵
の
生
涯
」
で
あ
っ
た
。

�

豊
川　

慎

�

〈
関
東
学
院
大
学
宗
教
主
事
〉

１
９
６
０
（
昭
35
）
年

82
歳

１
９
３
０
年
（
昭
５
）
年

52
歳　

高
等
商
業
部
卒
業
記
念

た
。
午
後
の
発
題
で
は
、
ル

カ
に
よ
る
福
音
書
10
章
25
節

～
37
節
を
中
心
に
し
な
が

ら
、
章
全
体
を
つ
ら
ぬ
く
主

張
（
教
え
）
に
つ
い
て
語
っ

て
下
さ
り
、
最
後
は
キ
リ
ス

ト
教
学
校
の
中
堅
教
員
に
必

要
な
こ
と
を
ま
と
め
て
述
べ

て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
で
は
、
大
橋

先
生
よ
り
黙
想
の
持
ち
方
に

つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
、

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
黙
想
の
時
間
を
午
前
と
午

後
に
１
回
ず
つ
持
ち
ま
し

た
。

　

ま
た
、
研
修
最
後
の
１
時

間
ほ
ど
は
４
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
の
懇
談
会
（
お

茶
・
お
菓
子
付
き
）
と
全
体

会
を
持
ち
ま
し
た
。
懇
談
会

は
、
各
グ
ル
ー
プ
４
人
の
構

成
だ
っ
た
の
で
、
十
分
な
時

間
が
取
れ
な
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ど
の
グ
ル
ー
プ

も
内
容
の
濃
い
懇
談
や
討
議

に
心
よ
り
感
謝
し
、
主
の
豊

か
な
祝
福
が
あ
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

�

村
瀬　

泉
〈
西
南
女
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校
校
長
、
中
堅
教
員
リ

ト
リ
ー
ト
実
行
委
員
〉

グ
ル
ー
プ
懇
談
用
に
送
付
さ
れ
た
茶
菓　

第
８
回
中
堅
教
員
リ
ト
リ
ー
ト

第
８
回
中
堅
教
員
リ
ト
リ
ー
ト

教
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
研
修

教
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
研
修

主
題キ

リ
ス
ト
教
学
校
の

中
堅
教
師
と
し
て

︱
今
、切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
︱

主
題立

ち
止
ま
っ
て

見
つ
め
直
そ
う

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

「�

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る�

教
員
免
許
状
更
新
講
習
」に
つ
い
て

・�

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
講
が

可
能
で
す
。

・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
土
台
と
し
た
講
座
で
す
。

・
21
年
度
申
込
受
付
＝
２
月
16
日
～
22
年
３
月
30
日

　

詳
細
は
教
育
同
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

ご
覧
く
だ
さ
い
。



（７4７号） （月刊）キ リ ス ト 教 学 校 教 育（3） （第三種郵便物認可） ２０２1年1０月1５日（金）
日
時
＝
８
月
４
日
（
水
）

場
所
＝
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン

　

相
澤
弘
典
実
行
委
員
長
に

よ
る
開
会
礼
拝
の
奨
励
、

「
神
が
出
会
わ
せ
た
〝
人
〟

に
よ
っ
て
、
人
は
変
わ
る
こ

と
が
で
き
、
差
別
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

よ
う
な
〝
私
〟
を
喜
ん
で
生

き
る
。」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
始
ま
っ
た
夏
期
研
修
会

は
、
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
の

開
催
と
な
っ
た
。（
参
加
者

31
人
：
会
場
18
人
、
オ
ン
ラ

イ
ン
13
人
）

　

講
師
は
「
平
和
を
実
現
す

る
キ
リ
ス
ト
者
ネ
ッ
ト
」
及

び
「
キ
リ
ス
ト
教
の
風
（
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
集

い
）」
代
表
で
日
本
キ
リ
ス

ト
教
団
川
和
教
会
牧
師
の
平

良
愛
香
氏
。「
僕
が
ゲ
イ
で

良
か
っ
た
こ
と
～
キ
リ
ス
ト

教
教
育
で
性
の
多
様
性
を
教

え
る
意
味
」
と
い
う
題
で
講

演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
ず
、
一
人
一
人
が
大
切

に
さ
れ
る
社
会
を
作
る
た
め

に
知
識
を
得
る
こ
と
の
必
要

性
を
確
か
め
た
。「
差
別
を

し
た
く
な
い
」
と
多
く
の
人

が
思
っ
て
い
る
が
、
優
し
さ

で
は
差
別
は
克
服
で
き
な
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
性

の
多
様
性
を
考
え
る
こ
と
は

一
人
一
人
が
大
切
に
さ
れ
て

い
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
、

キ
リ
ス
ト
教
の
「
互
い
に
愛

し
合
う
」
と
い
う
の
は
そ
こ

に
存
在
し
て
い
る
１
人
１
人

が
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
。
つ

ま
り
、
学
校
の
中
で
生
き
て

い
る
一
人
一
人
が
生
き
や
す

い
学
校
に
つ
い
て
考
え
、
全

て
の
生
徒
・
教
職
員
が
自
分

の
生
き
方
を
見
直
す
経
験
が

必
要
だ
と
語
ら
れ
た
。

　

「
自
分
が
生
き
た
い
生
き

方
を
探
し
て
そ
の
人
生
を
生

き
て
い
く
」
と
い
う
こ
と

は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
権
の
問

題
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
実
は
全
て
の
人
の

人
権
の
問
題
。「
生
き
づ
ら

い
」
と
気
付
い
た
と
き
に
、

で
は
自
分
は
ど
う
生
き
よ
う

か
？
そ
し
て
一
人
一
人
が
生

き
や
す
い
社
会
に
ど
の
よ
う

に
変
え
て
い
こ
う
か
？
と
考

え
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
は
、
自
分
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
。
こ
こ
に
キ
リ

ス
ト
教
教
育
で
性
の
多
様
性

を
教
え
る
意
味
が
あ
る
と
述

べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
御
自
分
の
自
己
紹
介

を
含
め
「
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
」
の
五
段
階
の
カ
ミ

ン
グ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
も
説

明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
第
一

段
階
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
辛

く
て
生
き
て
い
け
な
い
！
」

と
い
う
Ｓ
Ｏ
Ｓ
か
ら
の
カ
ミ

ン
グ
ア
ウ
ト
、
第
二
段
階
は

「
他
者
に
嘘
を
つ
か
な
く
て

も
良
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
、
第

三
段
階
は
「
社
会
に
差
別
し

な
い
で
く
れ
と
訴
え
る
た

め
」
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
、

第
四
段
階
は
「
全
国
に
い
る

孤
独
な
人
を
助
け
る
た
め
」

の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
。
第
五

段
階
は「
性
の
多
様
性
を
皆

に
気
づ
い
て
も
ら
う
た
め
」の

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
。
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

当
事
者
の
方
々
は
、
命
が
け

で
自
分
を
隠
し
て
理
解
者
を

探
し
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す

る
こ
と
で
新
し
い
関
係
性
が

生
ま
れ
、
自
分
に
も
他
者
に

も
嘘
を
つ
か
ず
に
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
強
調
さ
れ
た
。

　

閉
会
の
時
に
は
刀
祢
館
実

行
委
員
が
「
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の

特
徴
は
『
天
と
地
』『
善
と

悪
』
な
ど
両
極
端
の
二
つ
を

並
べ
る
こ
と
で
そ
の
間
を
含

む
全
体
を
表
す
が
、
創
世
記

１
章
27
節
の
『
男
と
女
』
も

男
と
女
だ
け
で
は
な
く
様
々

な
違
い
を
持
っ
た
一
人
一
人

を
神
が
大
切
に
作
っ
て
く
れ

た
と
理
解
で
き
る
。」
と
語

っ
て
閉
会
祈
祷
さ
れ
た
。

　

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き

る
こ
と
の
で
き
る
平
和
な
社

会
を
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
か

ら
実
現
し
て
い
き
た
い
。

�

辻
村
佳
子

〈
松
山
学
院
高
等
学
校
宗
教

主
任
〉

　

８
月
６
日
（
金
）
午
前
９

時
～
12
時
50
分
ま
で
、
第
63

回
関
東
地
区
新
任
教
師
研
修

会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
１
２
０

名
（
新
任
者
１
１
０
名
、
講

師
・
発
題
者
３
名
、
運
営
委

員
７
名
）。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
昨
年
第
62
回
は
中
止
と
な

り
、
本
研
修
会
始
ま
っ
て
以

来
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
総
合
司
会
は
松

村
誠
先
生
（
青
山
学
院
横
浜

英
和
中
学
校
・
高
等
学
校
）

が
務
め
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

し
、
開
会
礼
拝
を
伊
藤
多
香

子
先
生
（
関
東
学
院
六
浦
中

学
校
・
高
等
学
校
宗
教
主

任
）
が
奨
励
を
さ
れ
、
場
所

は
離
れ
て
い
て
も
互
い
に
祈

り
合
い
連
帯
す
る
喜
び
に
つ

い
て
そ
の
意
義
と
重
要
性
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

主
題
講
演
は
大
橋
邦
一
先

生
（
静
岡
英
和
女
学
院
中
学

校
・
高
等
学
校
校
長
）
に
よ

り
、「
子
ど
も
た
ち
の
未
来

～
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

～
」
と
題
し
大
変
示
唆
に
富

ん
だ
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

先
生
は
人
種
・
国
家
・
宗
教

を
超
え
た
世
界
を
見
据
え
つ

つ
、
軸
を
持
っ
て
他
者
の
存

在
を
考
え
続
け
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
を
、
そ
こ
に
こ
そ

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
が
あ
る
こ
と
を
丁
寧
に

話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私

達
は
生
徒
達
の
生
ま
れ
た
時

代
背
景
や
興
味
・
関
心
な

ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
理
解

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
事
を

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
「
私
の
経
験
」

と
題
し
て
２
名
の
先
生
か
ら

お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

１
．
高
野
慎
太
郎
先
生
（
自

由
学
園
高
等
科
）
は
、
ご
自

分
の
体
験
や
学
び
の
経
験
か

ら
、
若
手
の
立
場
で
も
周
囲

の
目
や
失
敗
を
怖
れ
る
こ
と

な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、

更
に
は
「
中
動
態
」
と
い
う

考
え
方
や
、
困
難
な
時
に
こ

そ
神
様
の
召
命
を
受
け
止
め

進
ん
で
行
き
た
い
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

２
．
佐
藤
重
人
先
生
（
平
和

学
園
小
学
校
）
は
、
一
学
年

一
ク
ラ
ス
の
小
さ
な
学
校
だ

か
ら
こ
そ
起
き
る
課
題
や
喜

び
の
発
見
と
共
に
、
新
任
時

の
色
々
な
失
敗
談
を
誠
実
に

共
有
し
て
く
だ
さ
り
、
児
童

か
ら
学
び
教
え
ら
れ
て
い
る

姿
勢
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
教
師
は

完
璧
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
自
然
体
の
自
分
で

生
徒
達
と
接
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た

等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
６
つ
の
ブ
レ
イ

ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
（
各
16
～

20
名
）
を
編
成
し
（
小
学
部

会
１
、
中
高
部
会
５
）、
分

団
を
行
い
ま
し
た
。
各
自
が

お
互
い
の
顔
を
見
な
が
ら
主

題
講
演
や
「
私
の
経
験
」
の

感
想
や
質
問
等
を
共
有
し
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
55
分
間

と
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が

参
加
者
の
協
力
も
あ
り
和
や

か
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

閉
会
礼
拝
は
山
本
香
織
先

生(

東
洋
英
和
女
学
院
小
学

部)

に
よ
り
、
こ
の
研
修
を

教
員
の
原
点
に
立
ち
返
ら
せ

て
い
た
だ
く
恵
み
と
し
て
大

切
に
し
て
欲
し
い
と
結
ば
れ

ま
し
た
。
各
校
に
勤
務
す
る

先
生
方
が
こ
の
研
修
を
通
し

て
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
奉

職
し
た
こ
と
の
意
味
を
考

え
、
教
師
と
し
て
何
が
出
来

る
の
か
を
考
え
る
大
切
な
時

と
な
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　

委
員
会
に
と
っ
て
は
初
の

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
で
し
た

が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
無
く

進
め
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と

を
感
謝
し
ま
す
。

�

清
水
広
幸

〈
実
行
委
員
長
、
聖
学
院
中

学
校
・
高
等
学
校
副
校
長
〉

　

開
会
礼
拝
は
、
楊
尚
眞
氏

（
弘
前
学
院
大
学
宗
教
主

任
）
が
、
ル
カ
に
よ
る
福
音

書
10
章
30
～
36
節
を
テ
キ
ス

ト
に
「
介
抱
す
る
大
学
」
の

題
で
説
教
を
担
当
し
、
キ
リ

ス
ト
教
の
大
学
は
、
社
会
や

家
庭
に
お
い
て
心
の
傷
を
受

け
た
多
く
の
大
学
生
に
対
し

て
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
も
っ
て

介
抱
す
る
使
命
と
役
割
を
認

識
し
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
や

価
値
観
で
教
育
し
、
キ
リ
ス

ト
の
愛
を
社
会
に
発
信
し
て

い
く
重
要
性
が
説
か
れ
た
。

　

第
一
部
の
司
会
者
で
あ
る

野
村
信
氏
（
東
北
学
院
大
学

宗
教
部
長
）
の
司
会
に
よ

り
、
東
北
・
北
海
道
地
区
の

大
西
晴
樹
代
表
理
事
（
東
北

学
院
学
院
長
・
学
長
）
の
挨

拶
の
後
、
当
番
校
を
代
表
し

阿
保
邦
弘
氏
（
弘
前
学
院
長

・
理
事
長
）
に
よ
り
挨
拶
が

な
さ
れ
た
。
ま
た
、
各
参
加

者
の
自
己
紹
介
と
挨
拶
が
な

さ
れ
た
。

　

講
演
Ⅰ
は
、
吉
岡
利
忠
氏

（
前
弘
前
学
院
大
学
長
、
弘

前
学
院
大
学
名
誉
教
授
）
に

よ
る
「
医
療
人
と
し
て
の

心
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ

れ
た
。
吉
岡
氏
は
、
医
療
従

事
者
の
古
い
時
代
と
新
し
い

時
代
の
違
い
に
つ
い
て
説
明

し
な
が
ら
、
患
者
を
中
心
と

し
た
医
療
と
し
て
、
全
人
的

医
療
、
病
気
よ
り
も
病
人
を

診
る
医
療
、
患
者
の
声
に
傾

聴
す
る
医
療
、
患
者
の
身
と

な
る
医
療
、
サ
イ
エ
ン
ス
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
ア
ー
ト

と
し
て
の
医
療
、
ケ
ア
の
医

療
が
大
切
で
あ
る
と
力
説

し
、
そ
し
て
医
療
人
は
、
何

よ
り
も
、
患
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
姿
勢
と
し
て
、
共

　

２
０
２
１
年
度
の
東
北
・

北
海
道
地
区
教
育
研
究
集
会

大
学
部
会
は
、
参
加
者
32
名

（
６
大
学
・
法
人
）
に
よ

り
、
主
題
「
キ
リ
ス
ト
教
学

校
の
使
命
と
可
能
性
―
い
の

ち
の
尊
さ
と
平
和
を
求
め
て

―
」
の
も
と
、
８
月
26
日

（
木
）、
午
後
１
時
か
ら
午

後
３
時
45
分
ま
で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
た
。
今
年
度
の
開
催
当

番
校
は
弘
前
学
院
大
学
で
あ

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
場
は

弘
前
学
院
大
学
礼
拝
堂
で
あ

っ
た
。

感
、
慰
め
、
奉
仕
、
納
得
同

意
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
根
底
に
あ
る
べ
き
精
神
と

は
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
の
心
で

あ
る
と
強
調
し
た
。

　

第
二
部
の
司
会
者
で
あ
る

日
高
嘉
彦
氏
（
北
星
学
園
大

学
・
短
期
大
学
チ
ャ
プ
レ

ン
）
の
司
会
よ
り
、
岡
部
一

興
氏
に
よ
る
講
演
Ⅱ
「
弘
前

学
院
大
学
の
ル
ー
ツ
を
考
え

る
―
本
多
庸
一
と
長
谷
川
誠

三
―
」
が
行
わ
れ
た
。
講
演

で
は
、
弘
前
学
院
の
設
立
に

大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
本

多
庸
一
と
長
谷
川
誠
三
を
通

し
て
弘
前
学
院
の
歴
史
か
ら

学
ぶ
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
述

べ
た
。
本
多
庸
一
と
長
谷
川

誠
三
の
信
仰
的
な
背
景
に
つ

い
て
説
明
し
、
本
多
庸
一

は
、
東
奥
義
塾
と
弘
前
学
院

の
創
立
と
発
展
に
関
わ
り
、

青
山
学
院
の
基
礎
も
築
い
た

人
で
、
長
谷
川
誠
三
は
、
本

多
庸
一
か
ら
信
仰
的
な
影
響

を
受
け
、
事
業
家
で
あ
り
な

が
ら
、
藤
崎
教
会
の
重
責
を

担
い
、
教
育
事
業
に
も
関
心

が
高
く
弘
前
学
院
の
前
身
で

あ
る
弘
前
女
学
校
の
新
講
堂

や
教
室
増
築
に
も
財
政
的
な

支
援
を
し
た
。
本
多
庸
一
の

教
育
的
な
指
導
力
と
長
谷
川

誠
三
の
財
政
的
な
支
援
と
い

う
協
働
が
弘
前
学
院
大
学
の

創
立
と
発
展
の
ル
ー
ツ
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
た
。
最
後

に
、
地
区
理
事
の
古
川
敬
康

氏
（
北
星
学
園
理
事
長
・
学

園
長
）
の
挨
拶
を
も
っ
て
会

を
閉
じ
た
。

　

今
年
度
の
大
学
部
会
が
例

年
の
大
学
部
会
と
は
異
な
っ

た
点
が
あ
る
が
、
今
年
度
か

ら
開
催
準
備
を
当
番
校
が
担

う
こ
と
と
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

で
あ
っ
た
。
両
方
と
も
初
の

試
み
で
あ
っ
た
の
で
、
当
初

は
多
少
の
戸
惑
い
が
あ
っ
た

が
、
担
当
教
職
員
が
一
丸
と

な
り
協
働
し
た
結
果
、
意
義

の
あ
る
大
学
部
会
を
開
催
で

き
た
神
の
恵
み
に
感
謝
し
た

い
。

�

楊ヤ
ン
サ
ン
ジ
ン

尚
眞

〈
弘
前
学
院
大
学
宗
教
主

任
〉

各
地
区
の
夏
期
行
事

各
地
区
の
夏
期
行
事

第63回夏期研修会

関西地区

自分らしく生きるために自分らしく生きるために

関
東
地
区

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の

教
師
と
し
て

第
63
回
新
任
教
師
研
修
会

東
北
・
北
海
道
地
区

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の

使
命
と
可
能
性

地
区
教
育
研
究
集
会
大
学
部
会

︱
い
の
ち
の
尊
さ
と
平
和
を
求
め
て
︱

配
信
会
場
の
弘
前
学
院
大
学
礼
拝
堂
　

平
良
愛
香
氏
の
講
演
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うな折、三井は、陸軍参謀本部からの呼び出し
を受けたという。その意図は、学園を廃止せ
よ、というものであった。キリスト、平和、国
際性、英語を教えるなどけしからん、というこ
とだった。後に三井は学内誌に当時の心境をこ
のように書いている。｢軍の命令よりは、神の
命令に従う。キリストの教えに基づいた人格教
育を行おう。神の導きのまま、誰が正しいのか
ではなく、何が正しいのかを求めようと決意し
た。｣
　私は、1974年４月、帰国生に数学を教えてと
三井に招かれ、啓明学園に赴任した。これが、
学園と関わるきっかけであった。疎開以後、現
在の拝島で学園は歴史を刻み、幼稚園から高校
まで、３割が国際生という学び舎に成長してい
る。建学者三井高維の ｢正直・純潔・無私・敬
愛｣ の精神の基に、世界を心に入れた人を送り
だしたい。
� 北原都美子〈啓明学園学園長〉

　啓明学園は、三井高維によって1940年に創立
され、本年81周年を迎えた。家族を伴っての、
５年にわたるイギリスのオックスフォード大学
留学を終えた三井は、現地で教育を受けた自ら
の子女を教育する学校がなかったため、赤坂台
町にあった私邸を開放し、帰国子女８名の啓明
学園を設立するに至ったのである。
　イギリスで受洗した三井は、キリストの真の
精神に基づいて世界を心に入れた新しい指導者
を養成したいと願っていた。戦争に傾いていく
当時の状況下、学園内は英語が飛び交い、キリ
スト、国際性の学びが進められていた。そのよ

●�

神の導きのままに
啓明学園建学者 三井高

たか

維
すみ

　

第
７
回
全
国
事
務
局
長
・

事
務
長
会
議
が
、
８
月
24
日

（
火
）
13
時
～
18
時
過
ぎ
ま

で
、
初
め
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
昨
年
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
会
議

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
対
面

で
の
会
議
が
困
難
な
ら
ば
、

ぜ
ひ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
で

き
る
よ
う
に
と
準
備
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
当
日
は

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
挑
戦

―
新
し
い
時
代
へ
の
意
識
改

革
―
」
を
主
題
に
、
26
法
人

44
名
、
講
師
１
名
、
事
例
発

表
者
２
名
（
内
１
名
は
参
加

者
）、
事
務
局
１
名
の
参
加

を
得
て
の
開
催
で
し
た
。

　

本
会
議
は
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
に
勤
務
す
る
職
員
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
建
学
の

精
神
や
教
育
理
念
、
使
命
を

再
認
識
し
、
そ
れ
ら
の
理
解

を
よ
り
一
層
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
ま
た
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
他
法
人
の
皆
様

と
の
交
流
を
通
じ
て
情
報
を

交
換
、
共
有
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
２
０
１
５

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
実
行
委
員
長
の

星
野
薫
氏
（
フ
ェ
リ
ス
女
学

院
事
務
局
長
）
に
よ
る
開
会

礼
拝
、
古
田
健
氏
（
共
愛
学

園
事
務
局
長
）
に
よ
る
挨
拶

に
続
い
て
、
大
森
昭
生
氏

（
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

・
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

短
期
大
学
部 

学
長
）
か
ら
、

共
愛
学
園
が
た
ど
っ
た
１
３

０
年
の
歴
史
と
教
職
一
体
ガ

バ
ナ
ン
ス
と
学
職
協
働
で
な

す
地
域
重
視
・
学
生
中
心
の

文
化
づ
く
り
、
大
学
改
革
の

背
景
に
あ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を

メ
リ
ッ
ト
に
変
え
る
覚
悟
な

ど
を
具
体
的
な
数
字
や
分
か

り
や
す
い
図
、
写
真
を
交
え

て
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。

「
私
学
（
キ
リ
ス
ト
教
学

校
）
は
誰
の
何
の
た
め
に
あ

る
の
か
」
＝
「
学
生
の
幸
せ

の
た
め
」
こ

れ
が
ブ
レ
た

ら
い
け
な

い
、
と
い
う

言
葉
が
と
て

も
強
く
心
に

残
り
ま
し

た
。

　

引
き
続
い

て
立
石
肇
氏

（
西
南
学
院

総
合
企
画
部

長
）
か
ら

「
西
南
学
院

に
お
け
る
取

組
―
中
長
期

計
画
２
０
１

６
―
２
０
２

５
」、
古
谷

一
弘
氏
（
青

山
学
院
人
事
部
長
）
か
ら

「
青
山
学
院
に
お
け
る
取
組

―
給
与
制
度
の
改
定
に
つ
い

て
」
の
テ
ー
マ
で
事
例
発
表

が
な
さ
れ
、
そ
の
後
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
主
題
講
演
や
事
例

発
表
に
つ
い
て
活
発
な
討
議

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
等
」
に
つ
い
て

も
、
現
在
各
々
が
取
り
組
ん

で
い
る
方
策
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
後
、
最
後
の
全
体
会

議
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
で
討

議
、
意
見
交
換
し
た
内
容
を

記
録
担
当
者
が
持
ち
時
間
５

分
程
度
で
報
告
を
行
い
、
参

加
者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
で
の
討
議
内
容
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
は
例
年
と
違
っ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
会
議

※
採
用
予
定
日
は
す
べ
て

22
年
４
月
１
日
で
す
。

▽
松
山
東
雲
女
子
大
学

▼
人
文
科
学
部
心
理
子
ど
も

学
科
子
ど
も
専
攻

職�

種
＝
「
保
育
原
理
」
他　

講
師
以
上
１
名

応�

募
締
切
＝
10
月
29
日

問
合
せ
＝
☎089-931-6211

▽
松
山
東
雲
短
期
大
学

▼
保
育
科

職�

種
＝
①
「
保
育
の
心
理

学
」
他
②
「
教
育
原
論
」

他　

教
授
、
准
教
授
、
講

師
又
は
助
教
各
１
名

応�

募
締
切
＝
10
月
29
日

問
合
せ
＝
☎089-931-6211

▽
尚
絅
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職�

種
＝
英
語
科　

専
任
講
師

１
名

応�

募
締
切
＝
10
月
26
日

問
合
せ
＝
☎022-264-5881

▽
東
北
学
院
中
学
校
・
高
等

が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が

な
け
れ
ば
対

面
形
式
で
行

わ
れ
て
い
た

こ
と
で
し
ょ

う
。
し
か

し
、
取
り
巻

く
環
境
の
変

化
に
よ
り
、

時
に
は
私
た

ち
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
星
野
実
行
委
員

長
、
孫
事
務
局
長
及
び
事
務

局
の
皆
様
に
は
事
前
準
備
か

ら
会
議
当
日
迄
、
多
大
な
る

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

�

川
尻
佳
子

�

〈
活
水
学
院
院
長
室
長
〉

　

ワ
ク
チ
ン
開
発
、
接
種
の

進
展
に
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
は
最

悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
避
け
ら
れ

た
か
に
見
え
ま
す
が
、
教
育

現
場
で
は
緊
張
が
続
い
て
い

ま
す
。
学
校
・
校
長
間
で

は
、
個
別
の
情
報
交
換
も
継

続
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
予
定
す
る
学
校
代

表
者
協
議
会
は
２
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
す
が
、
今
回

は
１
日
開
催
に
短
縮
し
、
フ

ェ
リ
ス
女
学
院
か
ら
の
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
で
の
開
催
と
な

り
ま
す
（
１
面
）。
主
題
の

他
、
学
校
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス

改
革
案
な
ど
他
の
情
報
共
有

も
課
題
で
す
。
多
く
の
代
表

者
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
先
は
元
に
戻

る
の
で
は
な
く
社
会
が
よ
り

良
く
な
る
よ
う
に
、
人
間
社

会
の
対
応
力
、
回
復
力
、
進

化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
化
と
共
に
デ
ジ
タ
ル
化

出
来
な
い
体
験
、
共
感
、
模

倣
の
出
来
な
い
ア
ナ
ロ
グ
的

価
値
を
大
切
に
し
、
次
代
へ

の
気
候
変
動
対
策
、
持
続
可

能
な
開
発
目
標
の
教
育
研
究

も
視
野
に
キ
リ
ス
ト
教
学
校

の
未
来
を
祈
り
つ
つ
模
索
し

て
い
き
ま
せ
ん
か
。

�

事
務
局
長

職�

種
＝
社
会
科　

常
勤
講
師

１
名

応�

募
締
切
＝
10
月
29
日
（
応

募
順
に
選
考
し
決
定
次
第

締
切
）

問
合
せ
＝
☎03-3451-4616

▽
国
際
基
督
教
大
学
高
等
学

校職�

種
＝
数
学
科
非
常
勤
講
師

若
干
名

応
募
締
切
＝
10
月
26
日

問
合
せ
＝
☎0422-33-3417

▽
明
治
学
院
高
等
学
校

職�

種
＝
聖
書
科　

専
任
教
諭

１
名

応�

募
締
切
＝
10
月
15
日

問
合
せ
＝
☎03-5421-5011

▽
立
教
女
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

職�

種
＝
理
科
（
生
物
）
専
任

教
員
又
は
常
勤
講
師
１
名

応�

募
締
切
＝
10
月
15
日

問
合
せ
＝
☎03-3247-0905

▽
横
浜
共
立
学
園
中
学
校
・

高
等
学
校

職�

種
＝
家
庭
科　

専
任
教
員

１
名

応�

募
締
切
＝
10
月
27
日

問
合
せ
＝
☎045-641-3785

▽
同
志
社
国
際
中
学
校
・
高

等
学
校

職�

種
＝
英
語
科　

専
任
教
員

１
名

応�

募
締
切
＝
11
月
６
日

問
合
せ
＝
☎0774-65-8911

▽
清
教
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校

職�

種
＝
英
語
科
、
理
科
（
化

学
）
常
勤
講
師
又
は
非
常

勤
講
師
若
干
名
、
情
報
科

常
勤
講
師
若
干
名

応�

募
締
切
＝
10
月
11
日

問
合
せ
＝
☎0721-62-6828

▽
関
西
学
院
高
等
部

職�

種
＝
地
理
歴
史
科
・
公
民

科
、
国
語
科　

常
勤
講
師

各
１
名

応�

募
締
切
＝
10
月
８
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-0975

▽
青
山
学
院
大
学
系
属
浦
和

ル
ー
テ
ル
学
院
小
学
校

職�

種
＝
常
勤
講
師
又
は
非
常

勤
講
師
２
名

応
募
締
切
＝
10
月
31
日

問
合
せ
＝
☎048-711-8221

▽
聖
学
院
小
学
校

職�

種
＝
英
語
科　

特
任
教
諭

１
名

応�

募
締
切
＝
10
月
15
日

問
合
せ
＝
☎03-3917-1555

▽
東
洋
英
和
女
学
院
小
学
部

職�

種
＝
英
語
科　

非
常
勤
講

師
１
名

応�

募
締
切
＝
22
年
１
月
31
日

問
合
せ
＝
☎03-5411-1322

▽
普
連
土
学
園

職�

種
＝
事
務
長
補
佐
１
名

応�

募
締
切
＝
11
月
15
日
（
応

募
順
に
選
考
し
決
定
次
第

締
切
）

問
合
せ
＝
☎03-3451-4616

▽
明
治
学
院

職�

種
＝
事
務
総
合
職
専
任
職

員
若
干
名

応�

募
締
切
＝
10
月
25
日

問
合
せ
＝
☎03-5421-5117

▽
横
浜
英
和
学
院

職�

種
＝
中
高
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

非
常
勤
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
29
日

問
合
せ
＝
☎045-731-2861

▽
北
陸
学
院

職�

種
＝
事
務
職
員
２
名

応�

募
締
切
＝
10
月
29
日

問
合
せ
＝
☎076-280-3858

▽
西
南
学
院

職�

種
＝
学
校
保
健
師　

専
任

事
務
職
員
１
名

応�

募
締
切
＝
10
月
11
日

問
合
せ
＝
☎092-823-3217

第第
77
回
事
務
局
長
・
事
務
長
会
議

回
事
務
局
長
・
事
務
長
会
議

教
職
員
全
員
参
加
の
ス
タ
ッ
フ
会
議
　

キリスト教教育者キリスト教教育者キリスト教教育者キリスト教教育者キリスト教教育者キリスト教教育者キリスト教教育者キリスト教教育者

物　語物　語物　語物　語物　語物　語物　語物　語

学
校

職�

種
＝
英
語
科　

教
諭
１
名

応�

募
締
切
＝
10
月
16
日

問
合
せ
＝
☎022-786-1231

▽
共
愛
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校

職�

種
＝
国
語
科
、
数
学
科
、

理
科　

専
任
講
師
及
び
非

常
勤
講
師
若
干
名

応�

募
締
切
＝
10
月
30
日

問
合
せ
＝
☎027-267-1000

▽
青
山
学
院
大
学
系
属
浦
和

ル
ー
テ
ル
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

職�

種
＝
社
会
科
、
英
語
科
、

技
術
科
、
家
庭
科
、
情
報

科
、
書
道
科　

常
勤
講
師

又
は
非
常
勤
講
師
各
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
31
日

問
合
せ
＝
☎048-711-8221

▽
青
山
学
院
高
等
部

職�

種
＝
数
学
科　

特
別
教
諭

１
名

応�

募
締
切
＝
10
月
15
日

問
合
せ
＝
☎03-3409-3880

▽
普
連
土
学
園
中
学
校
・
高

等
学
校

公
　
募

＜行事予定＞（変更の可能性あり）

　11／６　第63回学校代表者協議会（オンライン）

　　　６　第６回全国災害支援連絡会議

� （松蔭中高・オンライン）　

　　　20　キリスト教学校教育懇談会第19回講演会

� （オンライン）

　　　29　中小規模学大学連携協議会（オンライン）

　12／4　第７回キリスト教看護教育推進会議

� （オンライン）

　　　27　教育研究委員会全国委員会（オンライン）

2022年

　１／15　第64回小学校代表者研修会

� （西南学院小学校・オンライン）

啓明学園80周年誌より
中央に三井

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の

挑
戦

―
新
し
い
時
代
へ
の
意
識
改
革
―


